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チルチウラムジスルフィード-酸化亜鉛系や特 に ジフェニルグワニジソー イオウ一酸化亜鉛系では弱い
-869-
C-S-S-C型の橋かけをすることが知られている｡ シスポリブタジエンを用い加硫試験を試みたところ,





































3. 本試験機で測定される複素 トルクまたは見かけの複素弾性率の温度依存性に対して WLF式が成立
することを認めた｡
4. 各種合成および天然ゴムの生ゴムの粘弾性を種々の温度で測定し,加工性との実験的関係を明らか
にした ｡
5. 加硫中の粘弾性の変化を連続的に調べ,加硫剤の作用形式の違いが粘弾性の関係に差を生じること
を見出した｡弱いS-S結合のような切断再結合により滑 り易い橋かけ構造では損失弾性率が大きく, ま
た,加硫が進んでも橋かけ構造はかなり滑 りやすいことを認めた｡
6. 加硫反応の活性化エネルギーを種々の加硫剤について求めた｡この方法による活性化エネルギーの
決定は簡単であるが,この方法で求められた活性化エネルギーの値は,従来の膨潤法による値とよく一致
した｡
以上のようにこの論文は新しい実用的加硫試験機を開発し,それにより得られる見かけの粘弾性が研究
用測定装置によって測定される結果と密接かつ簡単な関係にあることを確かめ,またこの試験機を用いて
加硫中の網目鎖濃度の変化,網目構造の形式や加硫反応の活性化エネルギーの簡易測定などを可能 に し
た｡学術上,工業上寄与するところが少なくない｡
よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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